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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 6月 21日 (2007.6.21)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の よ う に 、 水 平 輪 郭 強 調 器 １ ２ は 、 バ ス イ ン タ ー フ ェ ー ス １ ５ を 経 由 し て Ｒ Ｏ Ｍ １ ６
か ら 供 給 さ れ る 水 平 輪 郭 強 調 補 正 Ｓ Ｏ Ｅ ｃ に 基 づ い て 、 映 像 信 号 Ｓ ｖ の 水 平 輪 郭 強 調 量 Ｏ
Ｅ を 決 定 し て 被 補 正 水 平 輪 郭 強 調 信 号 Ｏ Ｅ ｃ を 生 成 す る 。 マ ル チ プ レ ク サ １ ４ は 映 像 信 号
Ｓ ｖ と 被 補 正 水 平 輪 郭 強 調 信 号 Ｏ Ｅ ｃ と を 多 重 化 し て 、 映 像 信 号 Ｓ ｖ の 水 平 輪 郭 が 水 平 輪
郭 強 調 量 Ｏ Ｅ 調 さ れ た 水 平 輪 郭 被 強 調 映 像 信 号 Ｖ Ｏ Ｅ ｃ を 生 成 し て Ｎ Ｒ １ ３ に 出 力 す
る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ジ ッ タ 量 計 測 器 ２ ３ は 、 垂 直 時 間 計 測 器 ２ １ か ら 入 力 さ れ る 垂 直 時 間 信 号 Ｓ ｔ ｆ （ ｖ ）
に 基 づ い て 、 映 像 信 号 Ｓ ｖ の ジ ッ タ 量 を 検 出 し て ジ ッ タ 量 信 号 Ｓ ｄ ｓ ｐ を 生 成 す る 。
　 画 質 補 正 量 算 出 器 ２ ４ は 、 ジ ッ タ 検 出 器 ２ ２ か ら 入 力 さ れ る ジ ッ タ 検 出 信 号 Ｓ ｊ ｄ お よ
び ジ ッ タ 量 計 測 器 ２ ３ か ら 入 力 さ れ る ジ ッ タ 量 信 号 Ｓ ｄ ｓ ｐ に 基 づ い て 、 信 号 生 成 器 １ １
、 水 平 輪 郭 強 調 器 １ ２ 、 お よ び Ｎ Ｒ １ ３ の 映 像 信 号 Ｓ ｖ の ジ ッ タ 量 に 応 じ た そ れ ぞ れ の 適
正 補 正 量 を 求 る 。 そ し て 、 画 質 補 正 量 算 出 器 ２ ４ は 、 求 め た 適 正 補 正 量 に 基 づ い て 、 Ｒ
Ｏ Ｍ １ ６ か ら 読 み 出 し た 所 定 補 正 量 Ｓ Ｃ Ａ ｃ を 調 整 し て 、 適 正 化 補 正 量 Ｓ Ｃ Ａ ｖ （ Ｓ Ｖ Ｍ
ｖ 、 Ｓ Ｏ Ｅ ｖ 、 お よ び Ｓ Ｎ Ｒ ） を 生 成 す る 。 な お 、 補 正 調 整 器 Ｃ Ａ は Ｃ Ｐ Ｕ に よ っ て 構 成
し て も 良 い こ と は 言 う ま で も な い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ０
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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 し か し な が ら 、 水 平 同 期 信 号 Ｈ ｓ ｙ ｎ ｃ お よ び 垂 直 同 期 信 号 Ｖ ｓ ｙ ｎ ｃ は 安 定 し た バ ー
ス ト 信 号 か ら カ ウ ン ト ダ ウ ン し て 作 成 さ れ て い る の で 、 フ ィ ー ル ド 間 垂 直 時 間 差 △ Ｓ ｔ ｆ
（ Ｖ ） が 実 際 に ± ２ Ｃ Ｌ Ｋ に な る 確 率 は ほ ぼ ゼ ロ で あ る 。 こ の 事 実 に 基 づ き 、 フ ィ ー ル ド
間 垂 直 時 間 差 △ Ｓ ｔ ｆ （ Ｖ ） が ± １ 以 下 を 、 映 像 信 号 Ｓ ｖ を 非 ジ ッ タ 信 号 Ｓ ｖ ｊ ｎ と 判 定
す る 。 ま た 、 標 準 信 号 で は な い が 、 そ の 水 平 周 期 お 垂 直 周 期 が 一 定 の 信 号 は 、 標 準 信
号 （ 非 ジ ッ タ 信 号 Ｓ ｖ ｊ ｎ ） と 見 な し て 差 し 支 え な い 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ス テ ッ プ ＃ ４ ０ ０ に お い て 、 映 像 信 号 Ｓ ｖ が ジ ッ タ し て い な い 状 態 （ ス テ ッ プ ＃ ３ ０ ０
で Ｎ Ｏ ） か ら ジ ッ タ し て い る 状 態 に な っ た こ と を 確 認 す る ジ ッ タ 認 定 サ ブ ル ー チ ン が 実 行
さ れ る 。 つ ま り 、 本 ス テ ッ プ に お け る ジ ッ タ 認 定 サ ブ ル ー チ ン は 、 映 像 信 号 Ｓ ｖ が 本 当 に
ジ ッ タ 信 号 Ｓ ｖ ｊ で あ る こ と 認 定 す る 役 割 を 担 っ て い る 。 な お 、 ジ ッ タ 認 定 サ ブ ル ー チ
ン は ジ ッ タ 検 出 器 ２ ２ に よ っ て 実 行 さ れ る 処 理 で あ っ て 、 そ の 詳 細 に つ い て は 、 後 ほ ど 図
５ を 参 照 し て 説 明 す る 。 そ し て 、 処 理 は 、 上 述 の ス テ ッ プ ＃ ２ ０ ０ に 戻 り 垂 直 平 均 時 間 算
出 サ ブ ル ー チ ン が 実 行 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ６ に お い て 現 フ ィ ー ル ド の 垂 直 時 間 Ｓ ｔ ｆ （ ｖ ） が 得 さ れ る 。 そ し て
、 処 理 は 次 の ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ８ に 進 む 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
＜ ＃ ７ ０ ０ ＞
　 次 に 、 図 ７ を 参 照 し て 上 述 の ス テ ッ プ ＃ ７ ０ ０ に お け る ジ ッ タ 量 算 出 サ ブ ル ー チ ン に つ
い て 説 明 す る 。 上 述 の ス テ ッ プ ＃ ２ ０ ０ の 垂 直 平 均 時 間 算 出 サ ブ ル ー チ お い て 平 均 垂
直 時 間 Ｓ ｔ ｆ ＿ ａ ｖ ｅ が 算 出 さ れ た 後 に 、 本 ス テ ッ プ に お け る サ ブ ル ー チ ン の 実 行 が 開 始
さ れ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ １ ６ 】
　 な お 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ １ ４ に お い て Ｎ ｏ 、 つ ま り 映 像 信 号 Ｓ ｖ の ジ ッ タ が 減 少 傾 向 に あ る
場 合 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ ８ １ ６ に 進 む 。
　 ス テ ッ プ Ｓ ８ １ ６ に お い て 、 調 整 変 数 ｘ が １ だ け デ ク リ メ ン ト さ れ る 。 そ し て 、 処 理 は
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ス テ ッ プ Ｓ ８ １ ４ に 進 む 。 こ れ は 、 映 像 信 号 Ｓ ｖ の ジ ッ タ が 前 フ ィ ー ル ド 時 に 比 べ て 減 少
し て い る の で 、 現 在 の 画 質 補 正 調 整 量 ｙ で は 不 適 切 （ 調 整 過 剰 ） で あ る と 判 断 し て 、 調 整
変 数 ｘ を ク リ メ ン ト し て 補 正 調 整 を 弱 め る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ３ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ３ ６ 】
＜ ＃ １ １ ０ ０ ＞
　 以 下 に 、 図 ２ ０ お よ び 図 ２ １ を 参 照 し て 、 ス テ ッ プ ＃ １ １ ０ ０ に お け る ジ ッ タ 量 算 出 ／
画 質 補 正 調 整 量 算 出 サ ブ ル ー チ ン に お け る 処 理 の 概 念 を 説 明 す る 。
　 同 処 理 は 、 上 述 の 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る ジ ッ タ 量 ｄ ｓ ｐ お よ び 補 正 量 の 計 算 は コ ン
ピ ュ ー タ に 対 す る 負 荷 が き い の で 、 そ の 代 替 策 と し て 提 案 さ れ る も の で あ る 。 両 図 に お
い て 、 縦 軸 は 度 数 を 示 し 、 そ し て 横 軸 は ス タ ッ ク を 示 し て い る 。 ス タ ッ ク （ ｓ ｔ ｋ ） と は
、 前 フ ィ ー ル ド （ ｖ － １ ） と 現 フ ィ ー ル ド （ ｖ ） と の 垂 直 時 間 差 （ Ｃ Ｌ Ｋ 数 差 ） △ Ｔ ｆ で
あ る が 、 フ ィ ー ル ド 間 垂 直 時 間 差 △ Ｓ ｔ ｆ （ ｖ ） で あ っ て も 差 し 支 え な い 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ３ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ３ ８ 】
　 本 変 形 例 に お い て は 、 ジ ッ タ 量 算 出 ／ 画 質 補 正 調 整 量 算 出 は 以 下 の 段 階 を 経 て 求 め ら れ
る 。 先 ず 、 所 定 補 正 量 Ｓ Ｃ Ａ ｃ を 変 化 さ せ た い 段 階 と 同 数 の ス タ ッ ク Ｓ ｔ ｋ （ ｋ ） を 準 備
す る 。 次 に 、 フ ィ ー ル ド 間 時 間 差 △ Ｔ ｆ ｇ の 値 に 対 応 す る ス タ ッ ク Ｓ ｔ ｋ （ ｋ ） に 、 そ の
出 現 度 数 を 積 ん で 、 ジ ッ タ 量 の ヒ ス ト グ ラ ム を 求 る 。 ｎ フ ィ ー ル ド 中 で 出 現 度 数 が 閾 値
ｔ ｈ ＿ Ａ を 超 え た ス タ ッ ク の 内 、 フ ィ ー ル ド 間 時 間 差 △ Ｔ ｆ ｇ が 最 大 の も の を 選 択 し 、 Ｒ
Ｏ Ｍ テ ー ブ ル か ら 補 正 値 を 与 え る 。 な お 、 補 正 結 果 が 滑 ら か に な る よ う に 、 ス タ ッ ク Ｓ ｔ
ｋ お よ び 調 整 値 を 適 切 に 設 定 す る 。
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